
　美しき川は流れたり・・・大橋で佇んでいると新鮮な川風が頬を伝っていき
ます。幾たび訪れても心地よい景観。清流にアユやウグイが泳ぎ、中洲の葉陰
にコサギやオオヨシキリが羽ばたきます。かつて、文豪室生犀星もこの情景を
こよなく愛したことでしょう。
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所

　長久寺のケヤキや本因寺の
スギ木立ちを横にみながら進
むと、新桜坂緑地、そしてＷ
坂（石伐坂）。緑地からは犀川
大橋を中心とした市街地が広
く見渡せ、W坂を下りながら
崖地に生えるサクラと石垣の
隙間から見渡すと、犀川や対
岸のまちなみが立体的に俯瞰
できます。井上靖の文学碑を

　桜橋から望む山河は素晴らしく、医王山・大門・高三郎の山々が遠く浮かび、
足元の見晴台に迫る清流と涼風に目も醒めるようです。橋を渡ると、河岸の小
公園には高浜虚子や室生犀星の碑が並びます。犀星のみちを大橋の方へ進むと、
堰の轟音、そよ風に揺らぐサクラの木々、犀川の悠久の歴史と、かけがえのな
い自然の深みが伝わってきます。

通り過ぎると、W坂下の桜坂には、本多の森も一望できる階段道もあります。
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